








大平 晃久 （国際文化講座教員） 
 
 長崎大学教育学部地理学研究室（以下，本研究室とする）は米軍が 1954 年から 59 年にかけて
作成した日本の立体地図を 49 枚所蔵している。本稿ではその概要を紹介したい。 
 これらの立体地図はアメリカ陸軍地図局 Army Map Service がワシントン D.C.で製作したもの
である。縮尺 25 万分の 1 の L506 シリーズ1) を立体化したもので，垂直方向は 3 倍に強調されて
いる。大きさは縦 53.4cm，横は 65.9～75.0cm で一定ではない。長谷川によれば2) 日本の立体地
図は 3 つのシリーズがあり，本研究室に所蔵している L506P シリーズはそのうち最後のものであ
る。 
2002 年に渡辺教具製作所で 35 枚の立体地図が「発見」されてから3)，米軍作成の立体地図につ
いていくらか調査・検討が進められてきた。上で触れた長谷川による 2009 年 2 月の日本国際地図
学会通常総会における特別講演がその代表的なものであり，本稿もそれに依っている。 
本研究室が所蔵するのは，1954 年以降印刷された L506P シリーズ全 58 枚4) のうち 49 枚で，
“RAUSU”，“HACHIJŌ-JIMA”，“OKI-GUNTŌ”の各図福，“TANEGA-SHIMA”～“NAHA”の 6
図幅の計 9 図幅が欠けている。ほぼすべてが 1954 年と 55 年に印刷されたもので，1 枚のみ
（“NAGANO”図幅）1959 年 10 月印刷である。バリエーションとしては，緑の色に濃いものと明
るいものがあること，1954 年印刷の一部には赤色で城マークがあること（図 2）があげられる。 
興味深い事例としては，裏面に別の地図が印刷されたものが 4 点ある。“AOMORI”，“HACHINO- 
HE”，“AKITA”の各図幅の裏がそれぞれルソン島北部の“LAONG”，“APARRI”，“ILAGAN”図幅
であり，“NAGASAKI”の裏が同じ図幅の印刷が途中のもの（黒青 2 色刷）である。 
筆者が初めてみた時（2012 年 3 月），これらの立体地図は実習室の地図ケース上に無造作に積 
図 1  “KYŌTO”図幅        図 2 “TSUSHIMA”図幅の左下に付された説明 
この説明文にはいろいろバリエーションがある。 


















http://www. lib.utexas.edu/maps/ams/japan/japan_ams_clickable_index.html（2014 年 10 月 30 日閲覧）。 
2）長谷川敏雄「『米軍立体地図』にまつわる謎」地図 47-2，2009，17-24 頁。 
3）「朝鮮戦争時の立体日本地図発見 米軍作成」東京新聞 2003 年 2 月 17 日（渡辺教具製作所のウェブサイ
トに掲載。http://blue-terra.jp/news/news2010-14.html ，2014 年 10 月 30 日閲覧）。 
4）前掲 2）18 頁の図 6「米軍立体地図索引図」による。 
5）前掲 2）24 頁。 
                        図 4  “AOMORI”図幅の裏面 
図 3 “NAGASAKI”図幅の一部          ‘LUZON’，‘CANCELLED’の表記， 
尾根や谷が造形された海の部分に注目。 
